
 
都都経第２２０３号  

令和６年 11 月 22 日  

 

埼玉県県庁舎再整備検討委員会委員長 様 

（埼玉県副知事 山﨑 達也）  

  

さいたま市長 清水 勇人  

 

 

「県庁舎再整備に係る県庁舎の位置の検討状況について（報告）」に対する意見の提出に

ついて 

 

平素より市政に御理解・御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

令和６年 10 月 25 日付管財第 735 号にて照会のあった件について、下記のとおり意見を

提出します。 

 

記 

 
地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第４条第２項では地方公共団体の事務所の位置は、

「住民の利用に最も便利であるように、交通の事情、他の官公署との関係等について適当な

考慮を払わなければならない。」と規定されています。 

本市は埼玉県の人口重心に位置しており、また交通の利便性も高く、人口・企業・情報等

の集積による都市整備化が進むとともに、さいたま地方裁判所やさいたま新都心合同庁舎

など国の機関が配置されており、さらには自然災害等のリスクが高い地域に該当しないと

いう点からも、本市は埼玉県庁舎の立地として極めて望ましい条件を満たしているものと

考えております。 

そのうえで、本市としては、本年８月 29 日に、大野元裕埼玉県知事へ「再整備後の県庁

舎の位置は、引き続き現在地とすること」等を記載した要望書を手交いたしました。当該要

望書にも記載のとおり、現在、県庁舎が置かれている浦和の地は、長年にわたり県庁所在地

として在り続けた歴史から、県都としての誇りがある地域です。 

また、浦和駅周辺地区につきましては、県都の玄関口としてふさわしい活力のある魅力的

な都市空間を目指し、これまでに駅の東西におきまして、市街地再開発事業や街路事業、駅

前交通広場の拡充など、複合的なまちづくりを進めてまいりました。 

さらに、本市は、昨年２月に策定した「浦和駅周辺まちづくりビジョン」の中で、県庁舎

は浦和のまちの特長として挙げられている「県都・行政」の核となる施設であるとの認識の

下、「県都・都心にふさわしい、風格あるまちの再構築」を浦和のまちづくりの重要なプロ

ジェクトの一つに掲げています。県庁舎が浦和に在り続けることは重要であり、県都のまち

の魅力を将来に継承していくことは、県都・文教都市である浦和、ひいては埼玉県の更なる

発展につながるものと考えております。 

さらに、さいたま市自治会連合会を始めとした地域の皆様からも、現在地での県庁舎の再

整備を期待する声が多く挙がっているものと承知しております。 



 
以上の理由及び移転建替えの場合は用地取得費や周辺の造成等に費用や期間を要すると

いった課題なども踏まえれば、県庁舎の再整備にあたりましては、引き続き現在地で再整備

していただくことが適当と考えており、改めて意見申し上げます。 

なお、現在地で建替えを行う際、市有施設の貸与等建替えに関する協力の御依頼があれば、

可能な限りの協力を検討させていただきます。 
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